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○第3次加須市人権施策実施計画に基づく各種施策の令和7年度事業実施状況報告について

本市では、「疱B須市人権施策推進基本方針」等の実効性を確保し、具体的な事業を総合的・計画的に推進していくため、「第 3次加須市人権施策実

施計画」に定める各事業の実施状況について、進行管理を行つています。この計画に定める各事業について、「目的」「概要」などをもとに各年度に

おける取組内容を把握するとともに、「成果・目標指標」の達成状況により点検・評価を行い、加須市人権施策推進
~番
議会にその実施状況の報告を行

うことにより、着実な推進を目指しています。

◆回は、令和 5年度から開始となった「第 3次加須市人権施策実施計画 (令和 5年度～令和 9年度)」 について、 3年目となる令不□7年度に関係

各課において推進してきた具体的な施策84項目の実施状況を報告するものです。(「加須市人権施策推進基本方針」に基づく各種施策体系図 別紙)

O加須市人権施策推進基本方針の見直し等について

「加須市人権施策推進基本ブj針」等は、策定から約 10年が経過し、この間の社会備勢の変化や人権関連法の施行等に的確に対応するため、令和
5年2月に改訂を行いました。また、「第 2次加須市人権施策実施計画 (平成30～令和4年度)」 が期間満了になうたことから、その評価や課題及び

社会情勢の変化や法改正等を踏まえて次期5年間の計画を「第3次加須市人権施策実施計画 (令和 5～令和9年度)」 と名称変更し、策定を行いまし

た。

令和 5年度からは、この計画に基づき各種施策を推進し、進行管理を行つています。

O加須市人権施策推進基本方針の概要について

「加須市人権施策推進基本方針」では、各種人権施策を推進するにあたっては、人権尊重の視点に立った市民との協l動による市政全般の分野に其

通する取組として、次の3つの視点から、事業を総合的に展開していきます。

1 人権教育・人権啓発の推進
2 相談・支援の推進
3 市民や各種団体等と協働した人権尊重の地頭づくり
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O第 3次加須市人権施策実施計画に基づく各種施策の進捗状況について (成果判断 :B)

令不□7年度実施状況に対する評価数 (%)※

大幅に遅れている

O( O.O%)

1( 2.6%)

1(9.1%) O( Oo O%)

O( O.O%)

A非常に成果があつた

B相当成果があつた

C成果があつた

D成果がなかつた

※ 成果判断基準

評価が全て「目標を達成」

評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組の割合が 80%以上

評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となうた取組の割合が 800/O未満

評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となつた取組の割合が 50%未満

頂 目

1 人権教育 。人権啓発の推進

2 相談・支援の推進

3 市民や各種団体等と企業等と
協働した人権尊重の地域づくり

11

1 4 その他

目標を達成

概ね達成

やや遅れている

大幅に遅れている

※ 評価基準

7年度の実績値が日標値の 100%以上に達した
7年度の実績値が目標値の 80%以上に達した
7年度の実績値が目標値の 80%未満となつた
7年度の実績値が目標値の 50%未満となつた

「第3友加須市人権施策実施計画 (計画期間 :令不□5年度～令和9年度)」 の 3年目となる令不□7年度における各事業・取組については、当該年度

の目標を達成した事業・取組が55件 (65,5%)、 概ね順調の事業・取組 (目標値の80%以 上)が 17件 (20.2%)、 やや遅れている事業・
取組 (目標値の50%以 上80%未 満)が 11件 (13.1%)と 、大幅に遅れている事業が 1件 (1.2%)と なり、概ね目標どおり事業・取組
を実施できました。

84事業・取組中の72件 (85,7%)に ついて、「目標を達成」又は「概ね達成」することができましたので、成果判断は「相当程度成果があ
つた」としました。

●割合を求めたときの端数については、小数点第2位を四捨五入しています。そのため、割合の合計が 100%に ならない場合があります。
-2-

やや遅れている

5(16。 7%)

4(10。 3%)

1(25.O%)

11(13。 1%) 封 ( 1.2%)

概ね達成

2(6.7%)

11(28。 2%)

3(27.3%)

1(25.0%)

17(20。 2%)

目標を達成

23(76.7%)

23(59,O%)

7(63.6%)

2(50。 ①%)

55(65.5%)

事業・取組数

30

39

4

ロ 計 84



1 人権教育・啓発の推と |

人権教育の推進

(1)学校等での取組

【評価】は4段階評価 (1目標を達成、2概ね達成、3やや遅れている、4大幅に遅れている)
事業の改善点・

今後の取組内容等
'各小・中学校が作成する全
体計画や年間指導計画の見直
しを呼びかけ、各種の人権課
題に対する位置づけがより明
確になるようにする。
・教員の指導力向上を図る研
修等を充実させ、児童・生徒
の知的理解や人権感覚を高め
ていく。
・若手の教員の人権教育への
意識を高めることをねらいと
して、8月の初任者研修にお
いて、同和問題を中心とした

十人権教育の学びの場を設定し

1穐 |ヽ

る。 (令不日3年度より実

・幼児にとつて一番の人的環
境である教員の関わりは、大
きな影響を与えるため、さら
に教員自身の人権感覚を磨
き、幼児にとつてのよきモデ
ルとなれるよう努める。

人権教育に係る全体計画及び年間指導計画の作成率  (%)
9年度
(目標年)

100

【掲標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。市立全小 。中学校が作成した人権教育に係る全体計画及び年間指導計画を確認
し、その計画に基づき、全教育活動において、各学校の特色を生かした人権教育を
展開したため。

人権教育に係る全体計画及び年間指導計画の作成率  (%)
9年度
(目標年)

100

【掲標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内各幼稚園で、幼児たちが様々な体験を通して思いやりの気持ちを育むことが
できるような教育活動や、人権教育に係る全体計画及び年間指導計画を確認したた
め。指導計画を作成することで、教員自身が意識しながら指導を行うことができ
た。

8年度

100

8年度

100

7年度
(当該年度 )

100

100

7年度
(当該年度)

100

100

6年度

100

100

6年度

100

100

5年度

100

100

5年度

100

100

4年度

100

100

4年度

100

100

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

納

¬

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業 。取組名
事紹肌要

【事業・H又租名】
学校人権教育の推進
【概要】
○学校人権教育推進体制の充実
○人権教育に係る全体計画と年間指導計画
の作成
○各学校等の課題に応じた学校人権教育の
教育内容及び指導法の改善

【担当課】
学校教育課

【手乗・H又池名】
学校人権教育の推進
【概要】
O学校人権教育推進体制の充実
O人権教育に係る全体計画と年間指導計画
の作成
O各学校等の課題に応じた学校人権教育の
教育内容及び指導法の改善

【担当課】
こども保育課

No

1

1

-3-



事業の改善点・

今後の取組内容等
。今後も研修会の契施を継続
し、管理職の意識向上から、
学校全体の意識向上につなげ
ていく。

。今後も継続して実施するに
あたり、開催の方法を羽生
市・行田市と連携を図りなが
ら進めていく。

。今後も継続して発十」を行う
にあたりヽ各種の人権課題や
小・中学校の学年及び教科の
バランスを踏まえて、内容の
充実を図つていく。
・人権教育の推進において、
研修や訪間の機会に、本指導
資料を有効に活用していく。

年間開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

1

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・外部講師を招き、部落差別解消推進法の趣旨や部落差別を解消するための取組等
について、情報提供を含め、市立各小 。中学校及び市立各幼稚園管理職等に向けて

御講義いただいた。

各校からの参加率 (%)

9年度
(目標年 )

100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価 る分析】
・同和問題をはじめとする人権教育を積極的に推進するため、人権教育・同和教育
を推進する。学校等教職員を対象として、人権意識の高揚を図り、人権問題 。同和
問題の正しい理解と認識を深めた。

学級への配布率 (%)

9年度
(目標年)

100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・学校人権教育指導資料第52集を作成し、各小・中学校に学級数分を配布するこ
とができたため。また、県の人権教育課等、関係諸機関にも送付し、加須市として
の取組を発信することができたため。

8年度

1

8年度

100

8年度

100

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

100

100

7年度
(当該年度)

100

100

6年度

1

1

6年度

100

100

6年度

100

100

5年度

1

1

5年度

100

100

5年度

100

100

4年度

1

1

4年度

100

100

4年度

100

100

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

帥

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【写柔 。日又租石】
管理職等人権教育研修会
【概要】
○教育委員会及び学校等の管理職等を対象
とする学校人権教育研修会の開催

【担当課】
学校教育課

【事業 'H又租名】
北埼玉地区人権教育研究集会
【概要】
○北埼玉地区内の公立学校等の教職員、児
童生徒、保護者、関係団体職員等を対象と
する研修会の開催

【担当課】
学校教育課

【事業・H又池名】
学校人権教育指導資料の作成
【概要】
○人権教育のねらいや視点、各教科等の特
質を踏まえ、学校人権教育の実践事例とし
て学校人権教育指導資料を作成し、市立各
小・中学校に配布

【担当課】
学校教育課

No

2

3

4
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事業の改善点・

今後の取組内容等
。今後も継続していくにあた
り、研4多会の内容や開催方法
を考慮しながら進めていく。

。今後も、人権教育の税慮に
立った授業実践をもとに、研

修がより充実するように支援
に努めていく。
・知的理解の深化と人権感覚
の育成の両輪で人権教育を進
めることの大切さを継続して
伝えていく。
・内容については、同和教育
に関する研修とし、指導主事
から全職員に対して講義等を
行う。令和 3年度から、初任
者研修の中に同和教育を学ぶ
場を設定し、若手職員への人
権感覚の育成を継続的に行つ
ているため、今後も継続して
いく。

年間開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

1

研罪訴軍託麗弱藍季再覇引踊且内容及び評価
・学校人権教育の着実な推進と人権教育担当
研4多会を開催することができた。

に対する分析】
教員の指導力の向上を目指して、現地

訪問指導回数 (回 )

9年度
(目標年)

市立小・中
学校 8校、
幼稚園2園
へ各 1回の
訪問指導

。市立各小 。中学校 8校 (小学校 6校、中学校2校)及び幼稚園2園の計画訪間を
に関する取組を確認し、指導・助言をすることし、各校・園における人権教育

ができた。

8年度

1

8年度

市立小・中
学校 10
校、幼稚園
2園へ各 1
回の訪問指
導

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

市立小・中
学校 8校、
幼稚園2園
へ各 1回の
訪問指導

市立小 。中
学校8校、
幼稚園 2園
へ各 1回の
訪問指導

6年度

1

1

6年度

市立小・中
学校 7校、
幼稚園 1園
へ各 1回の
訪問指導

市立小・中
学校 7校、
幼稚園 1園
へ各 1回の
訪間指導

5年度

1

1

5年度

市立小・中
学校 8校、
幼稚園3園
へ各 1回の
訪間指導

市立小 。中
学校8校、
幼稚園3園
へ各 1回の
訪問指導

4年度

1

1

4年度

市立小・中
学校8校、
幼稚園2園
へ各 1回の
訪間指導

市立小 。中
学校7校、
幼稚園2園
へ各 1回の
訪間指導

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

謝

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

名

【零采・Hヌ池名】
人権教育現地研修会
【概要】      ´
○小・中学校の人権教育主任等を対象とす
る現地研修会の実施

【担当課】
学校教育課

【事業 '日又継名】
学校人権教育計画訪間の計画と実施
【概要】
○学校人権教育担当指導主事及び人権教育
指導員による、市立小・中学校や幼稚園の
訪問校の人権教育に関する授業実践等につ
いての指導

【担当課】
学校教育課

No

5

6

ι

-5-



事業の改善点・
今後の取組内容等

・今後も、市のれ片究委‖F高との

連携を図り、人権教育の研究

委ⅡF謁を進め、加須市の人権教
育の普及や啓発に努めてい
く。

成果・目標指標
評価の理由

研究委嘱校数 (校 )

9年度
(目標年)

1

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・昭和中学校に「人権教育」の研究を委]F謁した。 (委嘱期間 :令和 6年度～令和 7
年度)    ・
・授業や学校行事のみならず、全教育活動の中で人権教育を推進している。

8年度

1

7年度
(当該年度)

1

1

6年度

1

1

5年度

1

1

4年度

1

1

指標(単位)

年度

目標

実績

諭

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事柔・H又租名】
教育研究委]属

【概要】
○幼稚園・小中学校に対し、「人権教育」
の研究を計画的に委lF高し、全校を挙げて人
権教育を推進する機会を設定

【担当課】

No

7

-6-



事業の改善点・

今後の取組内容等
。今後もダタくの孝又職員が参加
できるよう、同知していく。

成果・目標指標
評価の理由

各種研究大会への教職員の参加人数 (名 )

9年度
(目標年)

①埼玉県人
権教育研究

①埼玉県人
権教育研究
集会参加
者 :31者 :31

②埼玉人権 ②埼玉人権
フォーラム フオーラム

参加者 :4 参加者 :3

③全国人 ③全国人
権・同和教 権・同和教
育研究大会 育研究大会
参加者 :1 参加者 :1

①埼玉県人 ①埼玉県人 ①埼玉県人
権教育研究
集会参加
者 :31

権教育研究 権教育研究
集会参加
者 :3

集会参加 集会参加
者 :31 者 :31

②埼玉人権 ②埼玉人権 ②埼玉人権 ②埼玉人権
フォーラム
参加者 :4

実績 フオーラム フォーラム フォーラム

参加者 :1 参加者 :4 参加者 :4

人 ③全国人
権 。同和教
育研究大会
参加者 :1

③全国人
権・同和教
育研究大会
参加者 :1

・同和教 権・同和教
育研究大会 育研究大会
参加者 :1 参加者 :1

人権教育主任及び人権教育担当の資質の向上を図ることを目的に、人権教育
に係る研究大会への教職員派遣を行つた。

8年度
7年度
(当該年度)

①埼玉県人
権教育研究
集会参加
者 :31

②埼玉人権
フオーラム

参加者 :4

③全国人
権・同和教
育研究大会
参加者 :1

6年度

集会参加
者 :31

②埼玉人権
フォーラム

参加者 :4

人

権・同和教
育研究大会
参加者 :1

5年度

①埼玉県人
権教育研究
集会参加
者 :31

②埼玉人権
フォーラム
参加者 :4

③全国人
権・同和教
育研究大会
参加者 :1

4年度

①埼玉県人
権教育研究
集会参加
者 :31

②埼玉人権
フオーラム
参加者 :3

③全国人
権・同和教
育研究大会
参加者 11

指標(単位)

年度

目標

評価

研究大会 ,研究集会等への派遣
【概要】
O人権教育の推進に係る研究大会への教職
員派遣

【担当課】
学校教育課

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

No

8

-7-



事業の改善点・

今後の取組内容等
・引き続き、多くの保護者の
参加が得られるよう研修内容
や同知方法等について検討し
ていく。

成果 。目標指標
評価の理由

研修会の参加人数
啓発物の配布者数 (名 )

9年度
(目標年)

140

550

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対す石ら而戸
~~~~~一 一―――

・研修会については、人権保育推進保育士による研修会のほか、人権保育推進委員
会の視察研修やヒューマンフェスティパル等に参加したため、目標値を大幅に上
回つた。
・啓発物の配布については、「人権保育リーフレット」を作成し、各保育所 (園 )
において、日標値以上の保育士・保護者に配布し、啓発を行うことができたため。

8年度

140

540

7年度
(当該年度)

140

530

225

565

6年度

140

520

236

593

5年度

140

510

143

577

4年度

140

500

177

624

指標(単位)

年度

目標

実績

諭

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
人権保育の推進
【概要】
O人権保育推進委員会との協働による啓発
事業の実施
・保育所職員の研修会の開催
・保護者の研修会の開催
○啓発資料の紹介、提供

【担当課】
こども保育課

No

9

-8-



事業の改善点・
今後の取組内容等

'い じめ1美滅期間の日又池とし
て、「SOSの出し方に関する教
育」を行つた。
・今後もいじめのアンケート
を定期的に実施し、いじめの
早期発見と早期解決に向けて
取り組んでいく。

成果・目標指標
評価の理由

いじめ防止のための取組の実施 (回 )

9年度
(目標年 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

・各校において、市が定めるいじめ撲減期間に取り組んだ。また、年3回のいじめ
アンケニトを実施し、いじめの早期発見と迅速な対応をとることができた。

8年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

7年度
(当該年度)

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

6年度

いじめアン いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

5年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

4年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

指標(単位)

年度

目標

実績

評価

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
いじめの防止等のための取組の実施
【概要】
○いじめの防止等のための取組を実施

【担当課】
学校教育課

No

10

-9-



事業の改善点・

今後の取組内容等
・連絡協議会で出た意見等を
関係機関に周知し、いじめの
防止等のための取組八反映さ
せる。    )

・弓|き続き、加須〒Fい じめ問
題再調査委員会委員に対し、
加須市いじめ問題対策連絡協
議会の資料等による加須市の
いじめ問題に関する情報提供
を行い、再調査委員会が開催
された場合、円滑に審議が出
来る様に努める。

いじめ問題対策連絡協議会開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分1ヽ斤】
。いじめの防止等に関係する機関及び団体の連携の推進に関し必要な事項を協議
し、当該機関及び団体相互の連絡調整を図ることができた。

いじめ問題再調査委員会への情報提供回数    (回 )
9年度
(目標年 )

2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。「加須市いじめ問題対策連絡協議会」の協議内容を「いじめ問題再調査委員会」
へ情報提供し、加須市のいじめ問題に対する取組など市のいじめ問題の現状を委員
と共有した。  ィ

8年度

1

8年度

1

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

1

6年度

1

1

6年度

1

1

5年度

2

1

5年度

2

1

4年度

2

0

4年度

2

0

指標(単位)

年度

目標

実績

指標伴位)

年度

目標

実績

帥

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
穀

【事業・取組名】
いじめの防止等のための取組の実施
【概要】
○いじめの防止等のための取組を実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

【事業・ヨ又租名】
いじめの防止等のための取組の実施
【概要】
Oい じめの防止等のための取組を実施

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

1 0

10

|、
_ヵ

…10-



(2)家庭での取組

事業の改善点・

今後の取組内容等
・引き続き、人権問題に対し
て、身近に問題意識をもって
もらえるよう、内容や講師を
選定する。

・引き続き、人権間題に対し
て、身近な課題として問題意
識をもつてもらえるよう、
テーマや講師を選定し、参加
者の増加を図り、人権への理
解を深めていく。

人権問題講演会開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

1

【掲標に関する決昇年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須市人権問題講演会 (参加者500名 )
講師 :江川 紹子 (ジヤーナリスト)演題 :「混迷の時代を生きる"命の重
さ"」
・混迷する社会の中で、一人ひとりの命と人権の重さを想像する大切な内容で終了
後の参加者のアンケート調査でも高い評価を得ることができた。

人権問題地域別研修会開催地域数 (回 )

9年度
(目標年)

3

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内3地域において、人権問題地域別研修会を開催
騎西地域 (参加者83名 )講師 :入船亭扇蔵 (落語家)
北川辺地域 (参加者46名 )講師 :新井喜久治 (公益財団法人 埼玉犯罪被害者
援助センター ガ巳罪被害者ご遺族)
大利根地域 (参加者 119名 )講師 :大谷貴子 (特定非営利活動法人 全国骨髄
バンク推進連絡協議会 冨」会長)
・広く市民に対して人権意識の高揚と人権問題への正しい理解を深める学習機会を
提供できた。

8年度

1

8年度

3

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

3

3

6年度

1

1

6年度

3

3

5年度

1

1

5年度

3

3

4年度

1

1

4年度

3

2

指標(単位)

年度

目標 ′

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

輸

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
人権問題講演会
【概要】
○各種人権問題についての講演会を開催

【担当課】
生涯学習課

【事業・収租名】
人権問題地域別研修会
【概要】
○各種人権問題についての講演会を各地域
単位で開催

【担当課】
生涯学習課

No

1

2

… 11-



(3)地域での取組

事業の改善点・

今後の取組内容等
・引き続き、人権問題につい
て指導者となる人材の育成に

取り組んでいく。

・弓|き続き、人権間題につい
ての講座を実施し、受講者に
人権啓発を図つていく。

人権問題指導者研修会開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

5

甘:ξ伝曇登三竃冨毒信零鷺堡E∃畠鸞屠緑垣計i旱命低営査肖種々ぶ本権問題か|
O受講者 (延べ681名 )
O研修会のテーマ
第 1回中0様々な人権問題
第 2回中高齢者問題
第3回…・同和問題
第4回―・障がい者問題
第 5回…・女性問題
・広く市民に対して、人権意識の高揚と人権問題への正しい理解を深める学習機会
を提供できた。       .

人権教育講座開催館数 (館 )

9年度
(目標年)

10

【指標に関する決鼻年度のH又組肉容及び評価に対する分不斤】
・ 10か所のコミュニティセンターにおいて、高齢者学級や家庭教育学級を対象と
した人権教育の実施
O受講者 (317名 )
・ 10か所において実施することができ、受講者に対して人権問題の啓発を行うこ
とができた。

8年度

5

8年度

10

7年度
(当該年度)

5

5

7年度
(当該年度)

10

10

6年度

5

5

6年度

10

10

5年度

5

5

5年度

1 0

10

4年度

5

5

4年度

10

10

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

謝

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【票業 。とI又租名】
人権問題指導者研修会
【概要】
O同和問題をはじめとした様々な人権問題
について、それぞれのテーマ別に講師を選
定し、各種団体役員、市役所職員及び市内
中小企業等を対象に連続講座として実施

【担当課】
生涯学習課

i尋目:二:手を:τ全標!星巨量でぁる |

「一般講座」や「高齢者学級」において人
権教育講座を実施

【担当課】
生涯学習課

No

1

2

-12-



(4)企業等での取組

事業の改善点・

今後の取組内容等
'れ汁15会への参刀日を娼や丁た
め、生涯学習課、人権・男女
共同参画課と連携を図り、企
業向けの研修内容の検討、市
内事業者への案内通知や市
ホームページ、広報かぞへの
掲載等、さらに積極的なPR
を行つていく。

。男女共同参画推進事業所表

ラについて同知を図つてい
く。

成果・目標指標
評価の理由

研修会への参加企業数 (社 )

9年度
(目標年)

100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内企業の経営者、労務担当者及び職場のリーダー等を対象に人権問題指導者研
修会を開催し、様々な人権問題に対する理解と認識を深めることができた。しかし
ながら、参加企業数は目標値を下回つたため、「やや遅れている」と評価した。

男女共同参画推進事業所表彰の表彰事業所数   (事業所)
9年度
(目標年 )

4

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・男女共同参画推進事業所表彰の実施
・パネル展示による啓発の実施
・広報紙、出前講座等による周知の実施
広報紙、ホームページ、市内企業へのチラン配布等で募集したが、2事業所の表彰
となり、日標値に達しなかつたため。

8年度

100

8年度

4

7年度
(当該年度)

100

70

7年度
(当該年度)

4

2

6年度

100

68

6年度

4

2

5年度

100

64

5年度

4

2

4年度

102

52

4年度

4

2

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

諭

3

や
や

遅
れ
て
い
る

3

や
や
遅
れ
て
い
る

事業・取組名
事鶏既要

【争栗・H又池名】
企業内人権問題指導者研修会
【概要】
○人権問題指導者研修会との共催による開
催

【担当課】
産業振興課

|

【事業・Hヌ租名】
ワーク・ライフ・バランス事業
【概要】
○男女共同参画推進事業所表彰の実施
○出前講座等による周知

【担当課】
人権 。男女共同参画課

No

1

2

-13-



(5)行政の取組

事業の改善点・

今後の取組内容等
・令本日9年 1月 21日・22日 (両
日とも午前・年後の2回に分け
て実施)に、全職員を対象
に、職員人権問題研修を実施
する予定である。

・引き続き、人本径研修会等に
参加し、同和問題をはじめと
する様々な人権問題について
理解と認識を深め、職員の資
質の向上に努める。

。引き続き、人権教育に必妾
な各種講座等に積極的に参加
して、人権問題に対しての理
解を深めていく。

研修受講者数 (人 )

9年度
(目標年)

500

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和8年1月 28日 。29日 (両国とも午前 。年後の2回に分けて実施)に、全職員を
対象に、職員人権問題研修を実施した。目標値を超える研修受講者数であつた。

(― )

9年度
(目標年)

【
フ

る決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
ォーラム等へ参加し、職員の知的理解と人権感覚の向上を図つた。

ることが・各種講座や報告会に参加し、職員の人権に対する理解や資質の向上を図
できた。

(― )

9年度
(目標年)

び評価 】
人権教育を進めるにあた、人権担当者

り、必要な講座や研究大会へ参加
・各種講座や報告会に参加し、職員の人権に対する理解や資質の向上を図ることが
できた。

8年度

500

8年度

8年度

7年度
(当該年度)

500

511

7年度
(当該年度)

7年度
(当該年度)

6年度

500

497

6年度

6年度

5年度

500

473

5年度

5年度

4年度

500

471

4年度

4年度

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

帥

1

目
標
を
達
成

2

概
ね
達
成

2

概
ね
達
成

事業・取組名
事業概要

【票業・耳又組名】
市職員人権問題研修会
【概要】
O人権問題全般に関する研修会を開催
。全職員 (再任用及び会計年度任用職員を
含む)を対象

【担当課】
職員課

【事業・取組名】
研究大会・研究集会等への参加
【概要】
○人権 ,同和教育・啓発の推進に係る研究
大会等への職員参加

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事柔・H又租名】
研究大会・研究集会等への参加
【概要】
O人権・同和教育・啓発の推進に係る研究
大会等への職員参加

【担当課】
生涯学習課

No

1

2

2
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人権啓発の推進

事業の改善点・

今後の取組内容等
・引き続き、唇尭用品の関谷
及び配布の方法について、よ
り高い啓発効果が得られるも
のとなるよう検討していく。
・I性の多様性に関してリーフ
レットやホームページを活用
した周知・啓発

・引き続き、啓尭用品をl年厩
し、研修会等で配布すること
により、人権問題に対して意
識するきつかけ作りを進めて
いく。

・ ら|き続 き、標諸人 り唇売品

を作成し、参加者へ配布す
る。

成果・目標指標
評価の理由

啓発物配布割合 (%)

9年度
(目標年)

100

【掲標に関する決算年度の耳又組内容及び評価に対する分析】
。人権啓発ミニチラン入りの市内就労継続支援作業所製作小物 (540個 )を作成
し、ヒューマンフェステイバルや研修会、人権啓発展など、様々な機会を提えて配
布した。
・人権標語 。人権ポスターの入賞作品を掲載した啓発リーフレットを作成し、ホー
ムページに掲載するとともに、市内公共施設等に配架した。
・f性の多様性に関するリーフレットを7,000枚作成。学校教育課と連携し、リーフ
レット活用した児童 。生徒への指導方法について発信したと

啓発物配布割合 % )(
9年度
(目標年 )

100

【掲標に関する決鼻年度の収組困容及び評価に対する分析】
,生涯学習課で主催する研修会や講演会で啓発用品を配布
・研修会等において、

´
啓発用品 (ク リアホルダー・ポケットティッシュ)の配布を

行い、参加者に対して人権問題について理解を深めるきつかけを作ることができ
た。

啓発物配布割合 % )(
9年度
(目標年 )

100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。「令和7年度 加須市人権に関する標語入賞作品」における最優秀賞が印字した
ラベルシールをウェットシートに貼り付け、企業枠で参加いただいた出席者へ、受
付にてラベルシールが貼られたウェウトシートを漏れなく配布した。
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事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
啓発用品の作成 ,配布
【概要】
○啓発用品の作成・酉己布
・作成した啓発用品、リーフレット等を研
修会、講演等で配布

【担当課】
人権・男女共同参画課

【票柔・収租名】
啓発用品の作成・配布
【概要】
○啓発用品の作成・配布
・作成した啓発用品、リーフレット等を研
修会、講演等で配布

【担当課】
生涯学習課

【事業・取組名】
啓発用品の作成・配布
【概要】
O啓発用品の作成・酉己布
・作成した啓発用品、リーフレット等を研
修会、講演等で配布

【担当課】
産業振興課

No

1

1

1



事業の改善点・
今後の取組内容等

・F丁内の各課から、同様の作
文やポスター等の作成依頼が
ある場合、学校、児童、生徒
の負担を減らすために、他の
コンクール等に出品している
作品でも入賞作品でなければ
提出してよいこととする。

。人権唇発展会場を、各総合
支所から文化・学習センター
に変更したことに伴い、より
多くの方に啓発することがで
きた。
・引き続き、教育委員会、学
校等と連携し、事業を実施し
ていくとともに、人権学習及
び人権啓発の機会として活用
していく。

成果・目標指標
評価の理由

人権に関する標語等の実施校数 (校 )

9年度
(目標年)

小学校22
中学校8

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内全小・中学校の児童生徒から、人権に関する標語、ポスタ=・ 作文を募集
・応募作品を掲載した文集、チラシ及びポスターを作成し、市内小・中学校及び公
共施設等に掲示を依頼
・応募作品を人権啓発展で展示
。人権に関する標語、ポスター、作文を募集し、人権について考えるきつかけを作
り、児童 。生徒の人権意識の高揚を図ることができた。

人権に関する標語等の展示回数 (回 )

9年度
(目標年 )

6

【掲標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。人権に関する標語やポスタ下について、ヒューマンフェスティパルや人権啓発展
において展示し、効果的な啓発活動を推進した。
・人権標語については、ヒューマンフエスティバル (1回 )及び人権啓発展 (5会
場)において、展示した。           ・

8年度
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6

6

5年度

小学校22
中学校8

小学校22
中学校8

5年度
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事業・取組名
報

【事業・H又租名】
人権標語等の募集・啓発活動の実施
【概要】
O標語等の募集
・標語
。ポスター
・作文
○人権文集等の作成・配布
○ヒューマンフェスティバルや人権啓発展
で展示

【担当課】
生涯学習課

【事業・耳又組名】
人権標語等の募集・啓発活動の実施
【概要】
○標語等の募集
・標語
。ポスター
・作文
O人権文集等の作成・配布
Oヒ ューマンフェスティバルや人権啓発展
で展示

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

2

2
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事業の改善点・

今後の取組内容等
。今後においても広報献や
ホームページを活用し、広く

市民の人権意識の高揚に資す
る内容を掲載していく。

・年度計画を通亘見百Lしなが
ら(効果的な人権啓発を行
う。また、タイムリーな人権
に関する記事があれば、随時
掲載していく。

広報紙・ホームページ等への掲載回数 (回 )

9年度
(目標年)

15

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各種人権課題や相談案内、人権啓発イベント等について、市民の生活に即したタ
イムリーな内容を広報紙やホームページ等に掲載し、広く人権意識の高揚を図り、
人権啓発活動を行つた。                    ィ
(掲載記事)
「子どもの人権110番」「ヒューマンフェスタオンライン」「ヒユーマンフエス
ティバル北埼玉2025」 「女性の人権ホツトライン」「人権啓発展」
。毎月「人権コラム」として、各種人権課題や相談案内、人権関係イベント等を掲
載した。 (年 12回 )

広報紙への掲載回数 (回 )

9年度
(目標年)

12

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・広報紙、ホームページヘの人権啓発に関係する記事の掲載 (人権コラム、人権標
語・人権ポスターの掲載)
。人権に関しての研修会及び講座について、開催案内の掲載
・年度計画を基に、計画的に人権啓発関係の記事を掲載し、市民に対して同知する
することができた。
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事業・取組名
事業概・要

【事業・取組名】
市広報・ホームページ等での啓発
【概要】
○「広報かぞ」の活用
。人権Q&A
・児童生徒から募集した人権に関する標語
やポスター等の紹介
・研修会、講演会等イベントの開催案内

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・H又租名】
市広報・ホームページ等での啓発
【概要】
○「広報かぞ」の活用
。人権Q&A
・児童生徒から募集した人権に関する標語
やポスター等の紹介
と研修会、講演会等イベントの開催案内

【担当課】
生涯学習課

No

3

3
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事業の改善点・
今後の取組内容等

。本u用者に埋離しや丁い困谷
であるものとし、.時代背景に
合致した視聴覚教材の購入を
進めていく。
・引き続き、啓発教材所有―
覧表をホームページに掲載
し、広く周知を図り、利用者
の拡大に努める。

・引き続き、様々な機会を通
じ、人権擁護委員と連携を図
りながら、全地域において啓
発活動を行つていく。

成果・ 目標指標
評価の理由

人権啓発用視聴覚教材の貸出回数 (回 )

9年度
(目標年)

120

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。幼児用、小学生用、中学生及び一般用の人権DVDを購入
・購入したDVDを含めた啓発教材所有一覧表を小 。中学校やコミュニティセン
ター等の市内公共施設に配置とホームページに掲載
・視聴覚教材の貸し出しを行い、利用者の人権意識の高揚や人権学習の支援を行う
ことができた。

実施地域数 (地域)

9年度
(目標年 )

全地域
窯柿

【悟標に関する決算年度の取組肉容及び評価に対する分析】
・市民まつり等において、人権擁護委員により啓発資料 (人権啓発・合同相談リー
フレット、エコバック等)の配布を行い、市民の人権問題に対する正しい理解と認
識を促した。
・加須地域 市民祭 :10月 19日 (日 ):実施
・騎西地域 夏祭り :7月 26日 (土):実施
・騎西地域 銀杏祭 :11月 2日 (日 ):実施
・北川辺地域 司田H辺ふるさと秋まつり :10月 26日 (日 ):実施
。大利根地域 童謡のふる里おおとね市民まつり :11月 9日 (日 ):荒天のため中止

8年度

110

8年度

全地域
宰怖

7年度
(当該年度)

110

74

7年度
(当該年度)

全地域
窯柿

3地域
窯柿

6年度
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81

6年度

全地域
窯怖

3地域
窯柿

5年度

100

93

5年度

全地域
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4年度
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事業 。取組名
事業概要

【争乗・H又池名】
啓発用視聴覚教材の整備
【概要】
O人権啓発DVDの購入
○人権啓発用視聴覚教材・機器の貸出

【担当課】
生涯学習課

【事業・H又租名】
人権擁護委員啓発活動の支援
【概要】
○市民まつり等での啓発資料の配布
・リーフレット
・啓発用うちわ、ポケットティッシュ等

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

4

5
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事業の改善点・

今後の取組ぬ容等
・引き続き、様々な機套を子足
えて、「市民意識調査の報告
書概要版」を活用し、市民の
現状に即した効果的な人権教
育・啓発活動を行う。
・昨年、3市共同で実施したア
ンケート調査結果を集計、分
析し、今後の人権施策に活か
していく。また、5年ごとに
「人権に関する意識調査報告
書概要版」を更新し、3市市民
の人権意識を伝えるリアルな

|;計

資料として活用してい

・引き続き、広く「l]氏に対し

啓発できる機会と捉え、市内
全地域において計画的に実施
していく。

。今後とも継続してFttl催 し、
より幅広い年齢層や、普段は
人権研修会等に参加する機会
の少ない方にも来場いただけ
るよう、開催内容の充実や同
知方法等を検討していく

成果。目標指標
評価の理由

研修会等における活用回数 (回 )

9年度
(目標年)

31

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。「人権に関する意識調査報告書概要版」を市ホームページに掲載するとともに、
各種研修会や人権啓発展で配布し、市民の人権意識の現状を周知した。
・昨年12月 に実施した、羽生市・行田市と共同で北埼玉地区3市における人権意識
アンケート調査結果を取りまとめ分析し、6月 に調査報告書を作成した。
・作成した調査報告書を関係者へ配付し、調査結果を共有した。
・民間運動団体と調査報告結果について学習する機会を設け、現状分析と今後の施
祷 I「つ ′ヽヽて協議 Iサ■ ^

人権啓発展の開催施設数 (回 )

9年度
(目標年)

5

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。人権週間 (12/4～ 12/10)に合わせ、市内5か所 (各文化 。学習センター、田ケ
谷総合センター)で人権啓発展を開催し、人権啓発に資することができた。
・開催期間は12月 4日 (木)～ 12月 22日 (月 )

来場者数 (人 )

9年度
(目標年)

700

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和7年 10月 18日 (上)、 加須市・羽生市・行田市の3市共催で、「ヒユーマン
フェスティバル北埼玉2025」 を実施し、北埼玉地域在勤の教員及び北埼玉地域住民
の人権意識の高揚・人権感覚の育成に資することができた。
会場 :羽生市産業文化ホール

_10_
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事業・取組名
鞠 既要

【事業・取組名】
人権に関する意識調査
【概要】
○市民意識調査の実施
O調査結果の取りまとめと周知
○研修会や啓発活動での活用

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・ヨ又租名】
人権啓発展の開催  ′
【概要】
O児童生徒の人権に関する標語、ポスター
の展示 、
○人権啓発パネルの展示
○人権啓発リーフレットや人権啓発品の配
布

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業 '取組名】
ヒューマンフエステイバルの開催
【概要】
○ヒューマンフェステイバル北埼玉2024の
開催 :

北埼玉地区3市 (加須市、羽生市、行田
市)の広域輪番制での開催
。実行委員会設置
・児童・生徒、市民団体等の舞台発表
・集会所・隣保館事業の活動発表
・展示物による人権啓発
。人権教育研究集会の開催

【担当課】
人権 。男女共同参画課

No

6

7

8



事業の改善点・

今後の取組内容等
・引き続き、魅力ある果会所
運営ができるよう、維持管理
をしていく。

・弓1苦続き、賓心・賢全なF也
設管理を継続し、教養文化講
座の開催をしていくととも
に、人権啓発の推進と地域の
交流の場になるよう、適切に
施設の維持をしていく。

( )

9年度
(目標年)

各集会所に
おいて1

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保守、修繕等の維持管理

のための運営委員会等を開催

`集会所事業の実施 (小中学生学級、成人学級等の開催)
・各集会所において集会所運営委員会を開催し、次年度の集会所事業や活用方法に
ついて協議を図ることができた。

館利用者数 (人 )

9年度
(目標年)

14,500

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・公的機関や企業の無料講座を活用し、教養文化講座を計画 (56回)よ り多い57回
開催することができた。児童書7冊購入し、図書室の蔵書を増やした。
・館の清掃や点検など必要な事項を専門業者に委託するとともに、館職員により口
常的な施設維持管理を行い、来館者に安全に利用いただく環境を整えた。
(修繕概要)事務室エアコン修繕

8年度

各集会所に
おいて1

8年度

13,000

7年度
(当該年度)

各集会所に
おいて1

各集会所に
おいて1

7年度
(当該年度)

11,500

13,004

6年度 '

各集会所に
おいて1

各集会所に
おいて 1

6年度

10,000

10,793

5年度

各集会所に
おいて1

各集会所に
おいて1

5年度

9,000

60

4年度

各集会所に
おいて1

各集会所に
おいて1

4年度

147900

6,767

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

輸

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
鞭

【事業・H又租名】
集会所事業の推進
【概要】
O施設の維持管理
O集会所運営委員会の開催
○集会所事業の実施
・小中学生学級
・成人学級

【担当課】
生涯学習課

【票業・取組名】
田ケ谷総合センター事業の推進
【概要】
○施設の維持管理
○学級 。講座の開催及び施設の貸出
・教養文化講座の開催
。人権啓発展の実施
。図書室の充実

【担当課】
人権 。男女共同参画課

No

9

1 0
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事業の改善点 。

今後の取組内容等
・外国人1王氏か

'」

朝社会 (ア)一員こ

して共に暮らしていくために必要
な多言語による情報提供を関係課
と協力して取り組む。
・ワンナイトステイ事業 〔県事
業】について、県と連携して更に
推進する。
・外国人住民支援団体等へのサ
ポート体制の充実
。多言語情報配信ツール (チラン

等 10言語で翻訳閲覧)の活用
。現在配布している「外国人生活
情報セツト」について、対応言語
の追加及び提供資料と配布先の拡
充を検討する。

・男女異同参国子任連争柔F片表
彰について同知を図つてい
く。

成果・目標指標
評価の理由

多言語による情報提供資料数 (件 )

9年度
(目標年)

65

【 び評価 る分析】
ルの活用 (広報かぞ、ごみの分け方 。出し方、給食だより、

子育てガイドブック等、市の様々な情報を10言語で翻訳閲覧)や、日本で生活す
るうえでのマナーやルールをまとめた「外国人生活情報セツト」を4言語増やし作
成・10言語で配布等により、多言語による情報提供資料数が増加し、日標を達成
することができた。

男女共同参画推進事業所表彰の表彰事業所数   (事 業所)
9年度
(目標年)

4

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・男女共同参画推進事業所表ラの実施
・パネル展示による啓発の実施
・広報紙、出前講座等による周知の実施
広報紙、ホームページ、市内企業へのチラシ配布等で募集したが、
となり、目標値に達しなかつたため。

2事業所の表彰

8年度

64

8年度

4

7年度
(当該年度)

63

103

7年度
(当該年度)

4

2

6年度

62

90

6年度

4

2

5年度

6 1

84

5年度

4

2

4年度

60

53

4年度

4

2

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

諭

1

目
標
を
達
成

3

や
や
遅
れ
て
い
る

事業・取組名
事業肌要

【争栗・日又租名】
多文化共生推進事業 (旧 。国際交流推進事
業 )
【概要】
○ワンナイトステイ事業の実施(R8.3月末
登録家庭件数 2件、斡旋件数 5件 )
○多言語による情報提供 【各課対応】 :延
べ数103件、 〔例〕ホームページ (11か
国)、 ごみの分け方・出し方(10か国)、 ご
みカレンダー(4か国)、 八ザードマップ
(7か国)、 子育てガイドブック (9か
国)等

【担当課】
総務課

【手乗・li又租名】
ワーク・ライフ・バランス事業 (再掲 )
【概要】
O男女共同参画推進事業所表彰の実施
O出前講座等による同知

【担当課】
人権 。男女共同参画課

No

1 1

12
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2 相談・支援の推進
(1)国・県・他市町村等との相談機関相互の連携強化

・リスク度に応じて、運行宮
理の頻度を変更することで、
支援が必要な家庭を隈なく、
見守りする。

。引き続き、DVイ、ツトワー
ク会議を継続的に開催し、D
V被害者の状況に応じた支援
等に対応できるよう、関係機
関との連携を図つていく。

事業の改善点・

今後の取組内容等
。人権督尭や人権不日談業務の
充実及び円滑な推進には、人
権擁護委員及び人権擁護委員
協議会との連携が不可欠であ
るため、引き続き、適切な活
動支援及び連携を図つてい
く。

13

9年度
(目標年 )

9年度
(目標年 )

2

7

9年度
(目標年 )

8年度

13

8年度

2

8年度

7

13

13

2

7年度
(当該年度)

7年度
(当該年度)

2

7

5

7年度
(当該年度)

6年度

13

13

6年度

2

2

6

6年度

7

5年度

13

13

2

2

5年度

5年度

7

6

代表者会議、実務者会議の開催数 (回 )

4年度

3

10

4年度

2

2

DVネ ットワーク会議の実施回数 (回 )

人権擁護委員協議会加須部会の事業支援回数   (回 )

4年度

7

6

年度

目標

実績

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。代表者会議を1回、実務者会議を12回の計 13回を計画通りに実施。適切な支
援を図るために必要な情報の交換や支援対象児童等に対する支援の内容に関する協
議を行うことができた。

目標

実績

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・DVネツトワーク会議を開催し、DV被害者に関する1情報及びDV被害者の適切
な支援を図るために必要な情報の交換を行うとともに、その支援内容に関する協議
を実施した。 (第1回 :令和7年 8月開催 第2回 :令和8年3月開催 年2回 )

指標(単位)

指標(単位)

年度

成果・目標指標
評価の理由

指標(単位)

年度

目標

実績

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。各地域市民祭りでの啓発活動や、学校と連携した取組などの支援を行い、
権啓発や人権 。男女共同参画課相談業務の推進を図ることができたため。
・各地域市民祭り :実施数4               、
・各学校と連携した人権教室 :実施数1(田ケ谷小学校)

広く人

ｌ

ｏ
日
標
を
達
成

１

・
目
標
を
達
成

細

３

・
や
や
遅
れ
て
い
る

【事柔・H又租名】
児童虐待防止等ネットワーク事業
【概要】
O虐待防止等ネツトワークによる代表者会
議、例月の実務者会議、個別ケース会議の
開催
○ヤングケアラーに関する研修の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

【尋莱・取池拓】
DV防止機関との連携強化
【概要】
O関連機関との連携を強化する
ODV被害者ケース会議の実施

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・耳又租名】
人権擁護委員協議会支援
【概要】
○人権擁護委員協議会加須部会の活動支援
○久喜人権啓発活動ネツトワーク協議会ヘ
の参加

【担当課】
人権・男女共同参画課

事業・取組名
事業概震

3

2

No

1



事業の改善点。

今後の取組内容等
・要保護児童対策地域棚議会
を活用し、相談機関相互の連
携強化や情報共有を実施して
いく。
・ヤングケアラーの理解促
進、支援強化を目的に、関係

・高齢者や暉がい者なこ権本」
侵害を受けやすい状況にある
者を護るため、引き続き関係
機関と連携を図りながら対応
していく。

。引き続き、ヨし埼土地睦3「l]
(加須市・羽生市・行田市)
で連携し、継続的にモニタリ
ング事業を実施していく。

ヤングケアラニに関する研修の実施回数 (回 )

9年度
(目標年 )

4

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市民や関連団体を対象に講演会を1回、子育て応援こども食堂 。フードパント
リニ団体連絡会主催による地域連携を目的として研修会を1回、計2回実施した。ま
た、支援が必要とされるヤングケアラーの実態を正確に把握し、各種支援につなげ
るため、実態調査を実施した。

開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

2

に る

・全庁的に書面会議のあり方の見直しを図つたことから、令和7年度は対面のみの

会議を実施したため、当該評価とした。ネットワークを構築する関係機関の長など
を参集し、本市における高齢者虐待、障がい者虐待、及び消費者被害の現状につい
て共有を図つた。

モニタリングの実施率 (%)

9年度
(目標年)

100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・北埼玉地区3市 (加須市 。羽生市・行田市)で輪番制によリモニタリング事業を
実施し、問題のある書き込みについては、さいたま地方法務局長及び県知事に対し

削除要請を実施した。

_つ 0_

8年度

2

8年度

2

8年度

100

7年度
(当該年度)

3

2

7年度
(当該年度)

2

1

7年度
(当該年度)

100

100

6年度

3

3

6年度

2

2

6年度

100

100

5年度

2

2

5年度

2

1

5年度

100

100

4年度

1

1

4年度

2

1

4年度

100

100

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

芋旨1票(単位)

年度

目標

実績

諭

3

や
や
遅
れ
て
い
る

3

や
や
遅
れ
て
い
る

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
児童虐待防止等ネツトワーク事業
【概要】
○虐待防止等ネットワークによる代表者会
議、例月の実務者会議(個別ケース会議の
開催
○ヤングケアラーに関する研修の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

【票柔・H又租名】
高齢者等虐待及び消費者被害防止ネツト
ワーク
【概要】
○高齢者等虐待及び消費者被害防止ネット
ワーク会議の開催

【担当課】
高齢介護課

【事業・耳又組名】
インターネット差別書き込みモニタリング
事業
【概要】
Oイ ンターネツトによる人権問題に関する
書き込みの関覧
○関係機関との連携による問題情報の書き
込みの削除要請及び情報提供

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

3

4

5

/



(2)相談機関の充実

事業の改善点・

今後の取組内容等
・引き続き、市民が賢心して
人権に関する相談ができる体
制を整えるとともに、相談者
が容易に相談できるよう情報
提供を行つていく。

・引き続き、同相問題イ日談員
を設置し、相談体制を整え
る。

・相談体希」のさらなる周知、
潜在相談者からの相談を確保
及び関係部署等との連携を図
る。

合同相談における人権相談実施回数 (回 )

9年度
(目標年 )

1 2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・月 1回、合同相談において人権擁護委員による人権相談を実施した (年 12回・
うち6月 と12月 は特設人権相談として開催)。
・広報紙や市ホームページ、研修会、公共施設へのチラシの配架等により、人権相
談事業についての同知を行つた。

実施月数 (月 )

9年度
(目標年)

毎月実施

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・年間を通して同和問題相談員を設置し、随時生活上の相談に応じた。また、同和
問題相談員が合同相談にも出席し、相談の機会を拡大した。122件の相談につい
て、関係行政機関と連携を図りながら助言や指導を実施した。

相談件数 (件 )

9年度
(目標年 )

220

【掲標に関する決算年度の取組内容及び評価
・広報紙等で相談窓口を同知し、相談に対し
き、相談件数が目標値を達成した。

る分析】
て概ね適切な助言や相談先の紹介がで

8年度

12

8年度

毎月実施

8年度

225

7年度
(当該年度 )

1 2

12

7年度
(当該年度)

毎月実施

毎月実施

7年度
(当該年度)

235

314

6年度

12

12

6年度

毎月実施

毎月実施

6年度

245

276

5年度

12

12

5年度

毎月実施

毎月実施

5年度

258

4年度

1 2

12

4年度

毎月実施

毎月実施

4年度

265

258

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

諭

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
穀

〔事業・目又租名】
人権相談
【概要】
○合同相談での人権擁護委員による人権相
談・特設人権相談 (年 2回 )
O人権・男女共同参画課での相談

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・取組名】
同和問題相談
【概要】
○同和問題に関することや日常生活上の諸
問題の相談に、相談員が対応

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・双組名】
市民相談
【概要】
○日常生活上の諸問題、問い合わせ等につ
いて、相談員が対応
・毎週月曜日～金曜日 (本庁)

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

1

2

3
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事業の改善点・

今後の取組内容等
・引き続き、相談体制のさら
なる同知、潜在相談者からの

相談を確保する。

・空き労犬況をホームページに
掲載し、活用率をさらに高め
る。
・高齢者や交通弱者の方に対
し、市内の身近な弁護士の存
在を周知する。

|

・済在I反吾者及び相談者に重
点をおいた相談体制を同知す
る。

成果 。目標指標
評価の理由

相談件数 (件 )

9年度
(目標年)

140

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・広報紙やホームページにより相談機関の同知を行い、相談に対して概ね適切な助
言ができ、概ね目標値を達成した。

相談件数 (件 )

9年度
(目標年 )

420

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価 る分析】
・空き状況をホームページに掲載し、活用率を高めたことで、相談件数が目標値の
9割超となつた。

消費生活相談件数 (件 )

9年度
(目標年 )

710

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

`消費生活センターの認知度向上に努めたことにより、相談件数が目標値の9割超
に達し、相談者に適切なあっせん、助言等ができた。

8年度

145

8年度

420

8年度

690

7年度
(当該年度)

155

145

7年度
(当該年度)

420

379

7年度
(当該年度)

670

623

6年度

160

6年度

420

351

6年度

650

613

5年度

175

190

5年度

420

389

5年度

630

630

4年度

185

122

4年度

420

395

4年度

525

506

指標(単位)

年度

目標

実績

指標 (単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

謝

2

概
ね
達
成

2

概
ね
達
成

2

概
ね
達
成

事業・取組名
事業柱既要

【票柔 。日又租名】
合同相談
【概要】
○行政相談、不動産相談、税務相談等を専
門相談員(行政相談委員、宅地建物取引
士、税理士、司法書士、行政書士、公認心
理師)が対応
○人権擁護委員による相談
。毎月¬回 (市民プラザかぞ)

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事柔 。H又租名】
弁護士法律相談
【概要】
O日常生活上の法律問題について、弁護士
が相談に対応
・毎月2回 (本庁)
。毎月1回 (各総合支所)

【担当課】
人権・男女共同参画課

【票業・取組名】
消費生活相談
【概要】
○契約トラブル、訪問販売トラブル等の相
談
O多重債務等の相談
・毎週月曜日～金曜日 (本庁)

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

4

5

6
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事業の改善点・
今後の取組内容等

半咸31年2月 に窯谷年金事務F片
加須分室 (ねんきんサテライ
ト加須)ん 開ヾ設した。今後も
同知し、利用率向上を図る。

・広報紙やホームページ等ヘ
の掲載

・相談内容がダタ様化し、相談
件数も増加傾向であることか
ら、関係機関との連携を図り
ながら、対応を行う。

・民生委員・児童委員が日頃
の活動を円滑に行えるよう、
関係各課からの情報を会議等
で積極的に伝える。
・民生委員・児童委員の活動
が年々増加 (難題化)してい
るため、職務に必要な知識及
び技術を習得するための研修
会等への参加を促す。
・欠員がある地区に対して、
候補者の推薦を継続して依頼
する。

成果・目標指標
評価の理由

加須市民の「ねんきんサテライト加須」での手続き率   (%)
9年度
(目標年)

80

・パンフレット配布く広報紙・ホームページ等への掲載及び公共施設等にボスター
の掲示によりねんきんサテライト加須の利用率が、日標値を超えたため。

相談延べ件数 (件 )

9年度
(目標年 )

4,800

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。有資格者 (教員、保育士、社会福祉士)を配属し、相談に対応。電話や窓口での
相談対応だけでなく、家庭訪問も実施することで、支援の充実を図ることができ
た。

相談 。支援件数 (件 )

9年度
(目標年 )

350

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分桁】
・適切に相談・支援活動を実施した。引き続き、「地域の方の身近な相談相手」と
しての委員の活動をPRし、地域の絆づくりを進めるとともに、研修を通して委員の
資質向上を図り、地域住民が相談しやすい環境づくりに努める。

8年度

8年度

4,800

8年度

350

7年度
(当該年度)

80

94.3

7年度
(当該年度)

4,800

7年度
(当該年度)

350

164

6年度

94

6年度

4,800

7,311

6年度

350

124

5年度

5年度

4,800

5 ,705

5年度

350

4年度

80

98.4

4年度

4,800

5,624

4年度

350

187

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

芋旨イ際(単位)

年度

目標

実績

飾

1

目
標
を
達
成

¬

目
標
を
達
成

4

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
年金相談
【概要】
○「ねんきんサテライト加須」で年金に関
する相談、手続きができることを周知す
る。
○「ねんきんサテライト加須」との連携強
化及びPRにより利用促進を図る。

【担当課】
国保年金課

【事業・取組名】
子どもに関する相談
【概要】
○育児の悩み、子どものこと、非行関係、
家族関係の悩み、いじめに関する相談
・家庭児童相談室 (毎週月曜日～金曜日)
○民生委員・児童委員による子どもに関す
る相談支援活動

【担当課】
すくすく子育て相談室

【票業・取組名】
子どもに関する相談
【概要】
O育児の悩み、子どものこと、非行関係、
家族関係の悩み、いじめに関する相談
・家庭児童相談室 (毎週月曜日～金曜日)
○民生委員・児童委員による子どもに関す
る相談支援活動

【担当課】
地域福祉課

No

7

8

8

-26-



事業の改善点。

今後の取組内容等
。今後も定期的なセンターだ
よりの発行等を通じ、教育セ
ンターの活動内容の同知と啓
発活動を行つていく。

フ の

や、出前講座等の有効的な機
会を捉え、引き続き相談事業
の周知に努める。

・D V7反吾者に対し、関係皆
課と連携し適切な情報提供や
支援を実施する。

成果・目標指標
評価の理由

相談窓口の利用についての積極的な啓発活動のためのセン
ターだより発行回数

(回 )

9年度
(目標年 )

12

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・定期的な教育センターだよりの発行と臨時号の発行により、教職員に最新の教育
情報や教育センターの活動や相談業務について同知できた。

女性のための相談支援事業の同知活動回数    (回 )
9年度
(目標年 )

24

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・広報紙やチランの全戸配布、出前講座等により広く相談支援事業の同知を実施
し、ひいては相談者のニーズに対応すべく相談支援を実施することができたため。
なお、令和4年度、5年度はコロナ禍のため、人々が集まるイベント等での周知活動
が出来ず、乳幼児健診時に個別にチラシを配布していたため回数が多かつたが、令
和6年度からは本来の計画通り各種イベントで周知活動を実施することが出来た。

面接相談・電話相談実施率 (%)

9年度
(目標年)

相談者の
100%受付

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・DV被害者からの相談を受け、関係機関と連携を図り、適切な情報提供や支援等
を行つたため。

8年度

12

8年度

24

8年度

相談者の
100%受付

7年度
(当該年度)

12

12

7年度
(当該年度)

24

26

7年度
(当該年度)

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

6年度

12

1 2

6年度

24

6年度

相談者の
100%受付

5年度

12

12

5年度

24

44

5年度

相談者の
100%受付
相談者の
100%受付

4年度

12

13

4年度

24

41

4年度

相談者の
100%受付
相談者の
100%受付

指標(単位)t

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標l単位)

年度

目標

実績

謝

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業 '取組名
鞭

【事業・取組名】
教育相談
【概要】
○子どものしつけや学習の悩み、心配ご
と、教育に関する相談
・火曜日を除く毎日
・教育センター

【担当課】

【事業・取組名】
女性のための相談室及び女性本ツトライン
【概要】
○女性のための相談室(面接相談)
・毎週木曜日
・女性センター
○ホットライン(電話相談)
。毎週月曜日
・女性センター

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・H又租名】
DV等相談事業
【概要】
O被害者への適切な情報提供と支援の実施

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

9

10

1 1
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事業の改善点・

今後の取組内容等
・高齢者やその霧灰 79｀任み慣
れた地域で安心して暮らし続
けられるよう、身近な相談機
関である高齢者相談センター

において、総合相談支援、権
利擁護支援等を引き続き実施
していく。

・委乱元の更凌センダーと(ノ )
連携を密にし、障がい者の相
談に的確に対応する。
・基幹相談センターの設置に
より支援体制を細分化し、適
切な相談を行つていく。

・引き続き、

「

ム報献寺で周則
を行い、希望者が相談できる
体制を維持する。

総合相談支援対応延件数 (件 )

9年度
(目標年)

4,000

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内6カ所の高齢者相談センターが、高齢者やその家族、地域住民等からの介護
や福祉などに関する相談を受け、助言や訪間、関係機関に適切に結びつけるなどし
て、問題解決を図つた結果、日標値を上回つた。

北埼玉障がい者生活支援センター相談件数    (人 )
9年度
(目標年)

1,500

・令和 5年度より基幹相談センターを設置し、より適切な相談支援が行われるよう
になった。障がい者及びその家族の生活を支援し、概ね計画通りであつた。

こころの健康相談利用率 (%)

9年度
(目標年 )

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市のホームペニジにこころの体温計の掲載を継続し、こころの健康づくりへの意
識づけに努めるとともに、こころの健康相談の周知に努めた結果、利用率が目標値
を達成したため。                        .

8年度

3,570

8年度

1,460

8年度

7年度
(当該年度)

3,340

4,728

7年度
(当該年度)

1,440

1,381

7年度
(当該年度)

90.3

6年度

3,010

4,940

6年度

1,420

1,239

6年度

80

95,6

5年度

2,680

5,415

5年度

1,460

1,185

5年度

89.3

4年度

,3502

4902

4年度

1,440

1,365

4年度

76

↓旨イ際(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

↓旨イ際(単位)

年度

目標

実績

帥

1

目
標
を
達
成

2

概
ね
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・収租名】
高齢者総合支援事業
【概要】
○高齢者の健康と生活の安定に関する相談
○高齢者虐待の防止や早期発見、権利擁護
に関する相談
○介護予防と介護サービスの利用等に関す
る相談

【担当課】
高齢介護課

【事業・ヨ又租名】
障害者相談支援事業
【概要】
・身体障がい者、知的障がい者、精神障が
い者等に対する相談
。委託 行田市、羽生市との共同設置によ
る北埼玉障がい者生活支援センターによる
一般的な相談に対応
・計画相談 指定を受けた事業所がサエビ
ス等利用計画についての相談に対応
・一般相談 指定を受けた事業所が地域生
活への移行に向けた支援や相談に対応
・身体障害者相談員及び知的障害者相談員
を委IF高

【担当課】

【事柔・H又租名】
こころの健康相談
【概要】
O精神科医師、公認心理師へ相談する機会
の提供
自殺予防に関する啓発と、必要に応じて
関係機関と連携した訪問指導の実施

【担当課】
いきいき健康医療課

No

12

1 3

41
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(3)保護・支援の充実

事業の改善点・

今後の取組内容等
・DV孝皮署者に対し、関イ糸各
課と連携し適切な情報提供や

支援を実施する。

・リスク反に応じて、進行盲
理の頻度を変更することで、
支援が必要な家庭を隈なく、
見守りする。

・安保護児重対策地域協議会
を活用し、相談機関相互の連
携強化や情報共有を実施して
いく。
・ヤングケアラーの理解促
進、支援強化を目的に、関係
機関や市民を対象に講演や研
修を実施していく。

面接相談・電話相談実施率 (%)

9年度
(目標年)

相談者の
100%受付

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・DV被害者からの相談を受け、関係機関と連携を図り、適切な情報提供や支援等
を行つたため。

代表者会議、実務者会議の開催数 (回 )

9年度
(目標年)

1 3

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価 る分析】
・代表者会議を1回、実務者会議を12回の計 13回を計画通りに実施。適切な支
援を図るために必要な情報の交換や支援対象児童等に対する支援の内容に関する協
議を行うことができた。

ヤングケアラエに関する研修の実施回数 (回 )

9年度
(目標年 )

4

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市民や関連団体を対象に講演会を1回、子育て応援こども食堂 `フードバント
リー団体連絡会主催による地域連携を目的として研修会を1回、計2回実施した。ま
た、支援が必要とされるヤングケアラ下の実態を正確に把握し、各種支援につなげ
るため、実熊調脊を実施した6

8年度

相談者の
100%受付

8年度

13

8年度

2

7年度
(当該年度)

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

7年度
(当該年度)

13

13

7年度
(当該年度)

3

2

6年度

相談者の
100%受付

6年度

13

13

6年度

3

3

5年度

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

5年度

13

1 3

5年度

2

2

4年度

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

4年度

13

1 0

4年度

1

1

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

飾

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

3

や
や
遅
れ
て
い
る

事業・取組名
事業概要

【 】
(再掲 )DV

【概要】
○被害者への適切な情報提供と支援の実施

【担当課】
人権 。男女共同参画課

【票業・取組名】          '
児童虐待防止等ネットワーク事業
【概要】
O虐待防止等ネツトワークによる代表者会
議、例月の実務者会議、個別ケース会議の
開催
Oヤングケアラーに関する研修の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

:争栗・ H叉租名】

児童虐待防止等ネツトワーク事業 (再掲)
【概要】
○虐待防止等ネツトワークによる代表者会
議、例月の実務者会議、個別ケース会議の
開催
Oヤングケアラーに関する研修の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

No

1

2

2
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事業の改善点・

今後の取組内容等
・関係機関と運栃し、更接ブ
ランを作成しているが、相談
者の高齢化や相談内容の多様
化・複雑化等により、複数年
にわたり継続相談 。支援する
ケースがある。
・困窮状態が複雑化し、深刻
化する前に介入して早期に支
援が行えるよう、関係機関と
の連携を密にする。

・高齢者不H談センター等へ門
滑に相談できる環境整備を進
める。
・支援可能な親族が不在な
ど、複雑困難なケニスが増加
していることから、相談機関
のスキル向上、関係機関との
連携強化を図つていく。

'足則門に高齢者相談セン
ター等の関係機関と情報共有
を行い、市長申立案件があつ
た際には、迅速に手続きを進
めていく。

成果・目標指標
評価の理由

生活困窮課題解決率 (% )
9年度
(目標年 )

100

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価
・生活困窮者が自立した生活が送れるよう、
携して生活基盤の調整、就労支援を実施。

支援プ
る分析】
ランを作成し、関係機関等と連

。支援プラン作成までに至らない短期間での支援を含めると課題解決は全体の9割
を超えていることから本評価とした。

権利擁護相談支援件数 (件 )

9年度
(目標年)

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・高齢者相談センターが専門性を活かし、支援困難なケースの相談支援を行つた結
果、日標値を上回る相談支援件数を達成する事ができたため。

申立件数 (件)

9年度
(目標年)

5

【 す る決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
ンター等で成年後見の相談を行つた結果、身寄りがない等の理由か

ら市長申立てを行つたケースが少なかったため。
・即時の申し立ての必要性が低く、今後の林況に応じて相談継続となつているケー
スも多く見られていると

8年度

100

8年度

30

8年度

5

7年度
(当該年度)

100

97.9

7年度
(当該年度)

30

60

7年度
(当該年度)

5

1

6年度

100

95.4

6年度

30

72

6年度

5

2

5年度

100

93.8

5年度

50

5年度

5

6

4年度

100

96.9

4年度

30

6 2

4年度

5

3

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

輸

2

概
ね
達
成

1

目
標
を
達
成

4

大
中目
に
遅
れ
て
い
る

事業・取組名
事業概要

【争柔・H又租名】
生活困窮者自立相談支援事業 |

【概要】
O生活囚窮者に対し、面談や訪間を行うほ
か、支援プランを作成し、適切なサービス
につなげるなどして自立した生活が送れる
よう支援する。

【担当課】
生活福祉課

【票業・取組名】
高齢者権利擁護事業
【概要】
O高齢者虐待等の権利侵害に対する個別支
援
○虐待防止、成年後見制度の普及啓発

【担当課】
高齢介護課

【事業・H又租名】
高齢者成年後見制度利用支援事業
【概要】
O身寄りがなく、申立てをする人がいない
認知症の高齢者等の保護を図るため、市長
が法定後見開始の審半」申立てを行う。な
お、必要に応じて加須市社会福祉協議会が
行つている法人後見事業と連携を図る。

【担当課】
高齢介護課

No

3

4

5
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事業の改善点・
今後の取組内容等

。高齢者や暉がい者なと権利
侵害を受けやすい状況にある

者を護るため、引き続き関係
機関と連携を図りながら対応
していく。

'通報や相談に対し、迅速・

適正に対応することで、障が
い者の保護や自立の支援を行
う。
・事業所と連携し、情報共有
を行うことで虐待の防止と早
期発見に繋げる。

・成年後見人制度の対象候補
者等からの相談等への対応。
・市長申立ての必要性を慎重
に検討し、対象となる方につ
いては円滑に事務を行う。

開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

2

実績 1 1 2 1

・全庁的に書面会議のあり方の見直しを図つたことから、令和7年度は対面のみの
を実施したため、当該評価とした。ネツトワークを構築する関係機関の長な
を参集し、本市における高齢者虐待、障がい者虐待、及び消費者被害の現状につい
て共有を図つた。

虐待防止に関わる同知回数 (回 )

9年度
(目標年)

4

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・広報誌及びホームベージにより周知するとともに、高齢者等虐待及び消費者被害
防止ネツトワーク会議にて現状報告等を行い、情報共有を図つたため。

市長申立てによる成年後見制度利用者数 (累計)  (人 )
9年度
(目標年)

7

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
目標通りの実績となつたため。

8年度

2

8年度

3

8年度

1

7年度
(当該年度)

2

7年度
(当該年度)

3

3

7年度
(当該年度)

1

1

6年度

2

6年度

3

3

6年度

1

0

5年度

2

5年度

3

3

5年度

1

0

4年度

2

4年度

2

3

4年度

1

0

指標(単位)

年度

目標

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

納

3

や
や
遅
れ
て
い
る

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を

達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
高齢者等虐待及び消費者被害防止ネツト
ワーク (再掲)
【概要】
○高齢者等虐待及び消費者被害防止ネット
ワーク会議の開催

【担碧課】
高齢介護課

【事業・取組名】
障害者虐待防止事業
【概要】
○障が'い者虐待の防止、早期発見、虐待を
受けた障がい者に対する保護や自立の支
援、養護者に対する支援

【担当課】
障がい者福祉課

【事業・H又租名】
障がい者成年後見制度利用支援事業
【概要】
O身寄りがなく、申立てをする人がいない
知的障がい者、精神障がい者の方の保護を
図るため、市長が法定後見 (後見・保佐・

補助)の開始で審半」の申立てを行う。な
お、必要に応じて加須市社会福祉協議会が
行つている法人後見事業と連携を図る。

【担当課】
障がい者福祉課

No

6

7

8
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事業の改善点・

今後の取組内容等
・障がい者であることによる

差別を解消し、差別をしない
よう広報紙及びホームページ

により、広く市民に制度を同
矢日
・市職員の適切な対応を徹底
するため、「対応要領」を掲
示板に掲載し、意識啓発を図
る。

・暦在7反吾者及ひ不日談者に璽
点をおいた相談体制を同知す
る。

成果 。目標指標
評価の理由

法制度の周知・広報 (回 )

9年度
(目標年 )

3

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・障害を理由とする差別の解消の推進に関して、広報紙やホームページによる市民
への同知、研修を利用した職員への適正対応の同知徹底、「障害者週間」に合わせ
てポスター掲示による啓発を行つた。

消費生活相談件数 (件 )

9年度
(目標年)

710

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・消費生活センターの認知度向上に努めたことにより、相談件数が目標値の9割超
に達し、相談者に適切なあつせん、助言等ができた。

8年度

3

8年度

690

7年度
(当該年度)

3

3

7年度
(当該年度)

670

623

6年度

3

3

6年度

650

613

5年度

3

3

5年度

630

630

4年度

3

3

4年度

525

506

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

謝

1

目
標
を
達
成

2

概
ね
達
成

事業・取組名
事業概要

【争柔・H又池名】
障害者差別解消法の取組
【概要】           ―

O不当な差別的取扱いの禁止及び合理的配
慮の提供について、広く市民に制度を同知
するとともに、市職員には「対応要領」に
基づく適切な対応を徹底する。

【担当課】
障がい者福祉課

【事業・収租名】
消費者自立 。支援事業
【概要】
○消費生活相談の実施
○高齢者等虐待及び消費者被害防止ネット
ワーク会議の開催
○消費者被害防止啓発活動及び情報提供

【担当課】
人権 。男女共同参画課

No

9

10
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(4)救済に向けた取組の充実

事業の改善点・

今後の取組内容等
・DV子皮吾者に対し、関係各
課と連携し適切な情報提供や
支援を実施する。

。いじめ撲減期間の封又租とし
て、「SOSの出し方に関する教
育」を行つた。
。今後もいじめのアンケート
を定期的に実施し、いじめの
早期発見と早期解決に向けて
取り組んでいく。

面接相談 。電話相談実施率 (%)

9年度
(目標年 )

相談者の
100%受付

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】,DV被害者からの相談を受け、関係機関と連携を図り、適切な情報提供や支援等
を行つたため。

いじめ防止のための取組の実施 (回 )

9年度
(目標年 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

る
・各校において、 めるいじめ に取り組んだbまた、年3回のいじめ
アンケートを実施し、いじめの早期発見と迅速な対応をとることができたため。

8年度

相談者の
100%受付

8年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

7年度
(当該年度)

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

7年度
(当該年度)

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

6年度

相談者の
100%受付

6年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

5年度

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

5年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケー＼調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

4年度

相談者の
100%受付

相談者の
100%受付

4年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

納

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事鶏既要

【票業・取組名】
DV等相談事業 (再掲 )
【概要】
○被害者への適切な情報提供と支援の実施

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・取組名】
いじめの防止等のための取組の実施 (再
掲)
〔概要】
○いじめの防止等のための取組を実施

【担当課】
学校教育課

No

1

2



事業の改善点・
今後の取組内容等

。開l経時期を早め、違給協議
会で出た意見等を関係機関に
周知し、いじめの防止等のた
めの取組へ反映させる。

・引き続き、加須耳いじめ間
題再調査委員会委員に対し、
加須市いじめ問題対策連絡協
議会の資料等により加須市の
いじめ問題に関する情報提供
を行い、委員が現状把握でき
るよう努める。
。いじめ問題調査委員会が開
催された場合は、再調査委員
会の開催に備え、円滑に審議
が行えるよう委員に情報を提
供する。

・ リスク反 じて、進行菅

理の頻度を変更することで、
支援が必要な家庭を隈なく、
見守りする。

p

いじめ問題対策連絡協議会開催回数 (回 )

9年度
(目標年 )

2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。いじめの防止等に関係する機関及び団体の連携の推進に関し必要な事項を協議
し、当該機関及び団体相互の連絡調整を図ることができた。

いじめ問題再調査委員会への情報提供回数    (回 )
9年度
(目標年)

2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・「加須市いじめ問題対策連絡協議会」の協議内容を「いじめ問題再調査委員会」
へ情報提供し、加須市のいじめ問題に対する取組など市のいじめ問題の現状を委員
と共有した。

代表者会議、(実務者会議の開催数 (回 )

9年度
(目標年)

1 3

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・代表者会議を1回、実務者会議を12回の計 13回を計画通りに実施。適切な支
援を図るために必要な情報の交換や支援対象児童等に対する支援の内容に関する協
議を行うことができた。

8年度

1

8年度

1

8年度

13

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度 )

1 3

13

6年度

1

1

6年度

1

1

6年度

13

1 3

5年度

2

1

5年度

2

1

5年度

13

13

4年度

2

0

4年度

2

0

4年度

1 3

10

指標 (単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

納

1

目
標
を
達
成

1

目
標
を
違
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・H又租名】
いじめの防止等のための取組の実施 (再
掲)
【概要】
○いじめの防止等のための取組を実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

【票業・耳又組名】
いじめの防止等のための取組の実施 (再
掲)
【概要】
○いじめの防止等のための取組を実施

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・H又租名】
児童虐待防止等ネツトワーク事業 (再掲 )
【概要】
O虐待防止等ネツトワークによる代表者会
議、例月の実務者会議、個別ケース会議の
開催
○ヤングケアラーに関する研修の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

No

2

2

3
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。高齢者不H談センダー寺へ円
滑に相談できる環境整備を進
める。
・支援可能な親族が不在な
ど、複雑困難なケースが増加
していることから、相談機関
のスキル向上、関係機関との
連携強化を図つていく。

。高齢者やその雰灰が十三み慣
れた地域で安心して暮らし続
けられるよう、身近な相談機
関である高齢者相談センター
において、総合相談支援、権
利擁護支援等を引き続き実施
していく。

事業の改善点・

今後の取組内容等
・要保護児重対策地域脇議会
を活用し、相談機関相互の連
携強化や情報共有を実施して
いく。
・ヤングケアラーの理解促
進、支援強化を目的に、関係
機関や市民を対象に講演や研
修を実施していく。

30

9年度
(目標年)

4,000

9年度
(目標年)

4

9年度
(目標年)

8年度

8年度

3,570

8年度

2

30

60

7年度
(当該年度)

3,340

4,728

7年度
(当該年度)

3

2

7年度
(当該年度)

6年度

30

4,940

6年度

3 ,010

6年度

3

3

5年度

30

5年度

2,680j

5,415

5年度

2

2

4年度

30

62

権利擁護相談支援件数 (件 )

総合相談支援対応延件数 (件 )

4年度

2,350

4902

4年度

1

1

ヤングケアラーに関する研修の実施回数 (回 )

目標

実績

る決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
センターが専門性を活かし、支援困難なケースの相談支援を行つた結

果、日標値を上回る相談支援件数を達成する事ができたため。

指標(単位)

年度

年度

目標

実績

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。市内6カ所の高齢者相談センターが、高齢者やその家族、地域住民等からの介護
や福祉などに関する相談を受け、助言や訪間、関係機関に適切に結びつけるなどし
て、問題解決を図つた結果、日標値を上回つた。    ‐

指標(単位)

年度

目標

実績

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市民や関連団体を対象に講演会を1回、子育て応援こども食堂・フードバント
リー団体連絡会主催による地域連携を目的として研修会を1回、計2回実施した。ま
た、支援が必要とされるヤングケアラーの実態を正確に把握し、各種支援につなげ
るため、実態調査を実施した。

成果 '日標指標
評価の理由

指標(単位)

１

・
目
標
を
達
成

１

・
目
標
を
達
成

評価

３

・
や
や
遅
れ
て
い
る

【畢柔・月又租名】
高齢者権利擁護事業 (再掲)
【概要】
○高齢者虐待等の権利侵害に対する個別支
援
○高齢者等虐待及び消費者被害防止ネット
ワーク会議の開催
○虐待防止、成年後見制度の普及啓発

【担当課】
高齢介護課

【概要】
O高齢者の健康と生活の安定に関する相談
○高齢者虐待の防止や早期発見、権利擁護
に関する相談
O介護予防と介護サービスの利用等に関す
る相談

【

(再掲)

【担当課】
高齢介護課

事業・取組名
事業概要

【事柔・収租名】
児童虐待防止等ネットワーク事業 (再掲 )
【概要】
○虐待防止等ネットワァクによる代表者会
議、例月の実務者会議、個別ケース会議の
開催
○ヤングケアラーに関する研修の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

5

4

No

3



事業の改善点・

今後の取組内容等
。高齢者や障がい者など権利
侵害を受けやすい状況にある
者を護るため、引き続き関係
機関と連携を図りながら対応
していく。

・委託先の支援センターとの
連携を密にし、障がい者の相
談に的確に対応する。
・基幹相談センターの設置に
より支援体制を細分化し、適
切な相談を行つていく。

・通報や不H談に対し、辿選 。

適正に対応することで、障が
い者の保護や自立の支援を行
う。
・事業所と連携し、情報共有
を行うことで虐待の防止と早
期発見に繋げる。

開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・全庁的に書面会議のあり方の見直しを図つたことから、令和7年度は対面のみの
会議を実施したため、当該評価とした。ネツトワークを構築する関係機関の長など
を参集し、本市における高齢者虐待、障がい者虐待、及び消費者被害の現状につい
て共有を図つた。

北埼玉障がい者生活支援センター相談件数    (人 )
9年度
(目標年 )

1,500

の

令和 5年度より ンターを設置し、より適切 るよう
になつた。障がい者及びその家族の生活を支援し、概ね計画通りであつた。

虐待防止に関わる周知回数 (回 )

9年度
(目標年)

4

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・広報誌及びホームページにより同知するとともに、高齢者等虐待及び消費者被害
防止ネットワTク会議にて現状報告等を行い、情報共有を図つたため。

8年度

2

8年度

1,460

8年度

3

7年度
(当該年度)

1

7年度
(当該年度)

刀
付
冽
キ

7年度
(当該年度)

3

3

6年度

2

2

6年度

1,420

1,239

6年度

3

3

5年度

1

5年度

1,460

1,185

5年度

3

3

4年度

2

1

4年度

1,440

4年度

2

3

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

納

3

や
や
遅
れ
て
い
る

2

概
ね
達
成

1

目
標
を
達
成

名

【零柔・H又租名】
高齢者等虐待及び消費者被害防止ネツト
ワーク (再掲 )
【概要】
O高齢者等虐待及び消費者被害防止ネット
ワーク会議の開催

【担当課】
高齢介護課

【事業・H又租名】
障害者相談支援事業 (再掲)
【概要】
・身体障がい者、知的障がい者、精神障が
い者等に対する相談
・委託 行田市、羽生市との共同設置によ
る北埼玉障がい者生活支援センターによる
一般的な相談に相談に対応
・計画相談 指定を受けた事業所がサービ
ス等利用計画についての相談に対応
・一般相談 指定を受けた事業所が地域生
活への移行に向けた支援や相談に対応
・身体障害者相談員及び知的障害者相談員
を委]F謁

【担当課】
障がい者福祉課

【票柔・H又租名】
障害者虐待防止事業 (再掲)
【概要】
○障がい者虐待の防止、早期発見、虐待を
受けた障がい者に対する保護や自立の支
援、養護者に対する支援

【担当課】
障がい者福祉課

No

6

7

8
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事業の改善点・

今後の取組内容等
。酒任綬吾者及び不H談者に重
点をおいた相談体制を同知す
る。

成果・目標指標
評価の理由

消費生活相談件数 (件 )

9年度
(目標年 )

710

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・消費生活センターの認知度向上に努めたことにより、相談件数が目標値の9割超
に達し、相談者に適切なあつせん、助言等ができた。

8年度

690

7年度
(当該年度)

670

623

6年度

650

6 1 3

5年度

630

630

4年度

506

↓旨1課 (単位)

年度

目標

実績

評価

2

概
ね
達
成

事業 。取組名
事業概要

【事業・収租名】
消費者自立・支援事業 (再掲 )
【概要】
○消費生活相談の実施
○高齢者等虐待及び消費者被害防止ネット
ワーク会議の開催
○消費者被害防止啓発活動及び情報提供

【担碧課】
人権 。男女共同参画課

No

9

(5)各種団体等との連携強化

事業の改善点・

今後の取組内容等
。人権唇尭や人権相談柔務の

充実及び円滑な推進には、人
権擁護委員及び人権擁護委員
協議会との連携が不可欠であ
るため、引き続き、適切な活
動支援及び連携を図つてい
く。

成果 。目標指標
評価の理由

人権擁護委員協議会加須部会の事業支援回数   (回 )
9年度
(目標年)

7

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各地域市民祭りでの啓発活動や、学校と連携した取組などの支援を行い、広く人
権啓発や人権・男女共同参画課相談業務の推進を図ることができたため。
・各地域祭り:支援回数3
・各学校と連携した人権教室 :支援回数¬
・中学生人権作文コンテスト依頼学校訪問 :支援回数4

8年度

7

7年度
(当該年度)

7

8

6年度

7

9

5年度

7

8

4年度

7

7

指標l単位)

年度

目標

実績

諭

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【手柔・H又租名】
人権擁護委員協議会支援
【概要】
○人権擁護委員協議会加須部会の活動支援
○久喜人権啓発活動ネツトワーク協議会ヘ
の参加

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

4
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3 市民や各種団体等と協働した人権尊重の地域づくり

(1)市民との協働による取組の促進
事業の改善点・

今後の取組内容等
。いじめ撲減期間の収租とし
て、「SOSの出し方関する教
育」を行つた。
。今後もいじめのアンケート
を定期的に実施し、いじめの
早期発見と早期解決に向けて
取り組んでいく。

成果・目標指標
評価の理由

いじめ防止のための取組の実施 (回 )

9年度
(目標年 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

・各校において、市が定めるいじめ撲減期間に取り組んだ。また、年3回のいじめ
アンケートを実施し、いじめの早期発見と迅速な対応をとることができたため。

8年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

7年度
(当該年度)

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

6年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

5年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲滅
期間の実施
(年間3回 )

4年度

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

いじめアン
ケート調査
の実施 (年
間 3回 )

いじめ撲減
期間の実施
(年間3回 )

指標(単位)

年度

目標

実績

評価

司

目
標
を
達
成

事業・取組名
事鶏既要

【手莱・H又租名】
いじめの防止等のための取組の実施 (再
掲)          .
【概要】
○いじめの防止等のための取組を実施

【担当課】
学校教育課

No

1
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事業の改善点・
今後の取組内容等

・開l任時則を早め、連絡協議
会で出た意見等を関係機関に
同知し、いじめの防止等のた
めの取組へ反映させる。

。引き続き、刀日須市いじめ間
題再調査委員会委員に対し、
加須市いじめ問題対策連絡協
議会の資料等により加須市の
いじめ問題に関する情報提供
を行い、委員が現状把握でき
るよう努める。
・いじめ問題調査委員会が開
催された場合は、再調査委員
会の開催に備え、円滑に審議
が行えるよう委員に情報を提
供する。

!リ スク度に応じて、進行管
理の頻度を変更することで、
支援が必要な家庭を隈なく、
見守りする。

成果・目標指標
評価の理由

いじめ問題対策連絡協議会開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・いじめの防止等に関係する機関及び団体の連携の推進に関し必要な事項を協議
し、当該機関及び団体相互の連絡調整を図ることができた。

いじめ問題再調査委員会への情報提供回数    (回 )
9年度
(目標年)

2

【掲標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・「加須市いじめ問題対策連絡協議会」の協議内容を「いじめ問題再調査委員会」
へ情報提供し、加須市のいじめ問題に対する取組など市のいじめ問題の現状を委員
と共有した。

代表者会議、実務者会議の開催数 (回 )

9年度
(目標年)

1 3

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・代表者会議を1回、実務者会議を12回の計13回を計画通りに実施。適切な支
援を図るために必要な情報の交換や支援対象児童等に対する支援の内容に関する協
議を行うことができた。

8年度

1

8年度

1

8年度

1 3

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

13

13

6年度

1

1

6年度

1

1

6韓

1 3

5年度

2

1

5年度

2

1

5年度

1 3

1 3

4年度

2

0

4年度

2

0

4年度

13

10

指標 (単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

謝

1

目
標
を
達
成

1

日
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
難

【尋柔 'H又租名】
いじめの防止等のための取組の実施 (再
掲 )
【概要】
Oい じめの防止等のための取組を実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

【手柔 '日又租名】
いじめの防止等のための取組の実施 (再
掲)
【概要】
○いじめの防止等のための取組を実施

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・収租名】
児童虐待防止等ネットワーク事業 (再掲 )
【概要】
○虐待防止等ネツトワークによる代表者会
議、例月の実務者会議、個別ケース会議の
開催
○ヤングケアラーに関する研4多の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

No

1

1

2
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事業の改善点・

今後の取組内容等
・妥l呆護児重対策地域協議会
を活用し、相談機関相互の連
携強化や情報共有を実施して
いく。
・ヤングケアラニの理解促
進、支援強化を目的に、関係
機関や市民を対象に講演や研
実施していく。

侵害を受けやすい状況にある

者を護るため、引き続き関係
機関と連携を図りながら対応
していく。

成果・目標指標
評価の理由

ヤングケアラーに関する研修の実施回数 (回 )

9年度
(目標年)

4

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。市民や関連団体を対象に講演会を1回、子育て応援こども食堂・フードパント

リー団体連絡会主催による地域連携を目的として研修会を1回、計2回実施した。ま

た、支援が必要とされるヤングケアラーの実態を正確に把握し、各種支援につなげ

るため、実態調査を実施した。        ,

開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

2

【柘標π蘭丁石茨耳算度の取組内容及び評価に対する分析】
・全庁的に書面会議のあり方の見直しを図つたことから、令和7年度は対面のみの

会議を実施したため、当該評価とした。ネットワークを構築する関係機関の長など
を参集し、本市における高齢者虐待、障がい者虐待、及び消費者被害の現状につい

て共有を図つた。

8年度

2

8年度

2

7年度
(当該年度)

3

2

7年度
(当該年度)

2

1

6年度

3

3

6年度

2

2

5年度

2

2

5年度

2

4年度

1

1

4年度

2

1

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

納

3

や
や
遅
れ
て
い
る

3

や
や
遅
れ
て
い
る

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
児童虐待防止等ネットワーク事業 (再掲)
【概要】
○虐待防止等ネツトワークによる代表者会
議、例月の実務者会議、個別ケース会議の
開催
○ヤングケアラーに関する研修の実施

【担当課】
すくすく子育て相談室

【事業・H又租名】
高齢者等虐待及び消費者被害防止ネツト
ワーク (再掲)
【概要】
○高齢者等虐待及び消費者被害防止ネツト
ワーク会議の開催

【担当課】
高齢介護課

No

2

3
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(2)各種団体等との協働による取組の促進
事業の改署点・

今後の取組内容等
・引き続き、民間運動団4不こ
連携を図り、同和問題の早期
解決に取り組む。

・引き続き民間運動国l不こ恵
見交換を行い、連携を図りな
がら同和問題の早期解決に向
けた行政運営を行つていく。

・引き続き、えせ同相行為に
関する啓発について、定期的
に周知を図つていく。
・「部落差別の解消の推進に
関する法律」や「埼玉県部落
差別の解消の推進に関する条
例」の普及を名目とした、え
せ同和行為も懸念されるた
めく当該法律と条例の同知も
合わせて行つていく。

9年度
(目標年)

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
【評価の理由】
・民間運動団体との意見調整、会議、研修会、講演会等へ参加し、団体と連携を
図つて、同和問題の早期解決に取り組むことができたため。

(― )

9年度
(目標年)

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・民間運動団体との意見交換会、研修会、会議、講演会等へ参加
・ 1年を通じて、様々な意見交換や研修会等に参加し、同和問題の早期解決に向け
た連携を行うことができた。

えせ同和行為に関する啓発回数 (回 )

9年度
(目標年 )

3

【指標に関する決算年度の収継肉容及び評価に対する分不FI】
・庁内向けグループウェアヘの掲載のほか、職員人権問題研修(4回 )、 新人研修(1
回)等、あらゆる機会をとらえ、えせ同和行為についての啓発を繰り返し行い、え
せ同和行為に対する適正な対応について同知徹底を図ることができた.

8年度

8年度

8年度

3

7年度
(当該年度)

7年度
(当該年度)

7年度
(当該年度)

3

6

6年度

6年度

6年度

3

6

5年度

5年度

5年度

3

6

4年度

4年度

4年度

3

7

指標 (単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

帥

2

概
ね
達
成

2

概
ね
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・取組名】
同和問題に取り組む民間運動団体への対応
【概要】
○団体との意見調整、会議、研修会、講演
会等への参加

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・ヨ又租名】
同和問題に取り組む民間運動団体への対応
【概要】
O団体との意見調整、会議、研修会、講演
会等への参加

【担当課】
生涯学習課

【手柔・H又租名】
えせ同和行為の排除
【概要】
○えせ同和行為〕1除のための会議、研修
会、講演会等への参加
・関係機関との連絡調整
・啓発パンフレットの配布

【担当課】
人権・男女共同参画課

No

1

1

2
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事業の改善点・

今後の取組内容等
3沢 刀日須「13人
に基づく

事業実施状況について、審議
会の意見をいただきながら、
適切に進行管理を行つてい
く。

・引き続き、田ケ谷総合セン
ター運営委員会の意見をいた
だきながら、市民との協働に
より適切に施設の運営を進め
ていく。

・引き続き、委員から意見を
いただきながら、人権教育の
推進を図つていく。

成果 。目標幡標
評価の理由

審議会開催回数 (回 )

9年度
(目標年)

1

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
。第3次加須市人権施策推進実施計画に基づく各種施策の事業実施状況について、
人権施策推進審議会に報告し、意見をいただくことにより、適切に進行管理を行う
ことができた

( )

9年度
(目標年)

1

【掲楳に関する決算年F又の取組内容及び評価に対する.分析】
。田ケ谷総合センターの運営に関する重要事項について、田ケ谷総合センター運営
委員会を開催し審議を実施。委員から意見をいただきながら、適切に施設運営を行
うことができた。

協議会・専門委員会開催回数 (回 )

9年度
(目標年 )

5

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価 る分析】
・総会及び3つの専門委員会を開催し、人権教育の推進について協議を行うととも
に、研修、啓発物資の作成、啓発DVD教材の選定
。計画どおりに総会及び専門委員会を開催することができ、人権問題の開催に寄与
して、明るい地域社会を作り上げる一端を担うことができた。

8年度

1

8年度

1

8年度

5

7年度
(当該年度)

1

7年度
(当該年度)

1

1

7年度
(当該年度)

5

6年度

1

1

6年度

1

1

6年度

5

5

5年度

1

1

5年度

1

1

5年度

5

5

4年度

1

2

4年度

1

1

4年度

5

5

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

謝

1

目
標
を
達
成

¬

目
標
を
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

〔票莱・収租名】
加須市人権施策推進審議会の運営
【概要】
○審議会の開催
・諮間に応じ随時
・実施計画に基づく人権関連事業の進行管
理

【担当課】
人権・男女共同参画課

【争莱・日又租名】
加須市田ケ谷総合センター運営委員会の運
営
【概要】
○運営委員会の開催 (年1回 )
・田ケ谷総合センター利用者、講座受講者
へのアンケートの実施、結果分析
・教養講座等実施計画の検討

【担当課】
人権・男女共同参画課

【争莱・日又租名】
加須市人権教育推進協議会の運営
【概要】
○関係機関、団体と連携した協議会の運営
・専門委員会の開催
。研修会、講演会の企画
。人権標語等の審査
・啓発用視聴覚教材の選考

【担当課】
生涯学習課

No

3

4

5
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事業の改善点・

今後の取組内容等
・弓|き続き、子育て更接を必
要とする家庭に寄り添いなが
ら活動できるよう、引続き支
援体制の強化に努める。

成果・目標指標
評価の理由

推進委員会の開催回数 (回 )

9年度
(目標年 )

1 1

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・目標どおり推進委員会を開催することができたため。

8年度
7年度
(当該年度)

1

1

6年度

1

1

5年度

1

1

4年度

1

1

指標(単位)

年度

目標

実績

諭

1

目
標
を
達
成

事業 。取組名
事業概要

【争采 。日又租名】
加須市人権保育推進委員会の運営
【概要】
○推進委員会の開催
○保育所、幼稚園、学校との連絡調整
○研究集会等への参加
○行事の協同企画
○保護者との合同研修会の開催

【担当課】
こども保育課

No

6
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(3)誰もが安心して暮らせる地域づくりの推進
事業の改善点・

今後の取組内容等
。引き続き、国や県の動同を

確認しながら、広報紙や市
ホームページで性の多様性に
ついて理解を深める記事の同
知を継続する。

・引き続き、力隙 雨バート
ナーシップ制度の同知を糸匹続
し、宣誓希望者に対して適切
な運営を行うb
・制度利用者が転出入の際の
手続きを減らすため、同様の
制度を実施している全国の自
治体と連携体制を構築する。

黒 。目標糖標
評価の理由

広報紙・ホームページ掲載回数 (回 )

9年度
(目標年 )

2

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・広報紙5月号の人権コラムに性的少数者への理解の記事を掲載したほか、ホーム
ページで性の多様性について記事を掲載し周知した。また、随時パートナーシップ
制度に関するぺ=ジを更新するとともに、市で独自に性の多様性に関するリーフ
レットを作成した。

(回 )

9年度
(目標年)

【捐標に関する決算年度の取組内容及び評価 る分不ナ十】
・パートナーシップ宣誓希望者に対し、要件への該当を適切に確認し、適切に証明
書・証明カードを発行した。
・同様の制度を結んでいる自治体と連携し、制度利用者が転出入の際にかかる手続
きの負担軽減に努めた。 【令和8年3月 31日時点 :327自治体と連携】

8年度

2

8年度

7年度
(当該年度)

2

3

7年度
(当該年度)

6年度

2

2

6年度

5年度

2

2

5年度

4年度

2

4

4年度

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

帥

1

目
標
を
達
成

2

概
ね
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業 。日又組名】
性の多様性に関する理解の促進
【概要】
O正しい理解のための情報提供及び啓発活
動
。広報紙、ホームページヘの掲載
・リーフレットの作成
○申請書等における性別記載の配慮
○相談者への支援体制の充実

【担当課】
人権・男女共同参画課

【事業・取組名】
パートナーシップ制度の運用
【概要】
○パートナーシップ制度の運用
・証明書及び証明カードの交付
・行政サービスの実施
・民間サービスの利用の促進
O正しい理解と制度同知のための情報提供
及び啓発活動
・広報紙、ホームページヘの掲載
○ファミリーシップ制度の導入検討

【担当課】
人権。男女共同参画課

No

1

2
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4 その他
事業の改善点・

今後の取組内容等
。制度実施により、なりすま
しや住民票の写し等の不正取
得に対して一定の抑止効果が
あつたものと考えられるが、
登録者数は人口の5.6%に留
まっている。そのため、登録
促進の継続的な実施によりt
登録者数の増加を図ることで
住民票の写し等の不正取得に
対する抑止効果を高める。

・引き続き、行政情報公開制
度及び個人情報保護制度を適
正に運用する。

成果 。目標指標
評価の理由

本人通知制度の事前登録者数 (人 )

9年度
(目標年 )

8,500

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・本人通知制度の登録促進を図つたが、期待どおりの成果が得られず、年度目標と
していた登録者数の74,1%と なつた。

実施状況の公表 (回 )

9年度
(目標年 )

1

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価 る分析】
・情報の公開及び個人情報の保護に関し適正に事務を執行し、実施状況を市ホーム
ページにて公表したため。

8年度

8,500

8年度

1

7年度
(当該年度)

8,500

6,304

7年度
(当該年度)

1

1

6年度

8,500

5,895

6年度

1

1

5年度

8,500

5,843

5年度

1

1

4年度

8,500

5,601

4年度

1

1

指標(単位)

年度

目標

実績

指標(単位)

年度

目標

実績

評価

3

や
や
遅
れ
て
い
る

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事業・H又組名】
本人通知制度の周知と普及
【概要】
○制度、登録方法の同知
・市ホームページヘの掲載
・広報紙への定期掲載
・窓回配布封筒及び行政情報 。広告放映モ
ニターヘの掲載
・公共施設等へのポスター・チランの配置
・研修会等での制度の同知

【担当課】
市民課

【事柔・収租名】
情報公開・個人情報保護事業
【概要】
○情報公開。個人情報保護制度の適正運用

【担当課】
総務課

No

1

2
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事業の改善点・

今後の取組内容等
。市営住宅は通常の年 2回の
定期募集のほか、市民サービ
スの向上と市有財産の有効活
用を図るとともに、入居機会
を増やすため、随時募集を

行つている。
。市営住宅は埼玉県住宅供給
公社に対し、スピーデイな対
応が出来るよう、指導 。監督
を行つている。
・計画的な予防保全により長
寿命化を図り、建物のライフ
サイクルコストの縮減と事業
費の平準化を図つている。

・定期的に支払いを行つてい
る者もいる一方、債務者の高
齢化、経済状況の悪化等によ
り償還が滞つている者もいる
ため、適宜、生活状況等を把
握しつつ、引き続き粘り強い
対応をしていく。

成果・目標指標
評価の理由

(― )

9年度
(目標年 )

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価
・市営住宅について、埼玉県住宅供給公社に
などを適切に行つているため。

る分析】
管理代行し、施設の修繕や入退去業務

滞納件数 (件 )

9年度
(目標年 )

10

X指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・債務者の経済状況、生活状況等を把握しつつ償還を適正に指導し、徴収業務を行
い、滞納件数を目標値より少なくすることができたため。

8年度

8年度

10

7年度
(当該年度)

7年度
(当該年度)

10

9

6年度

6年度

10

9

5年度

5年度

1 0

9

4年度

4年度

1 8

9

指標(単位)

年度

目標

実績

芋旨イ課(単位)

年度

目標

実績

評価

2

概
ね
達
成

1

目
標
を
達
成

事業・取組名
事業概要

【事柔・H又組名〕
公的住宅の維持管理
【概要】
○市営住宅、小集落改良住宅の維持管理

【担当課】
建築開発課

【事業・収租名】
住宅新築資金等貸付金の償還
【概要】
○貸付金の償還と納付相談
・滞納者への徴収業務
。計画的返済の指導

【担当課】
人権 。男女共同参画課

No

3

4
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